
　

日
野
町
消
防
団
の
谷た

に

口ぐ
ち

登の
ぼ
る

団
長
が
3
月

31
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
、
4
月
1
日
か
ら

奥
平
英
雄
前
副
団
長
が
新
団
長
へ
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

谷
口
登
前
団
長
は
、
平
成
24
年
4
月
か

ら
9
年
間
団
長
と
し
て
日
野
町
消
防
団
を

率
い
て
こ
ら
れ
、
平
成
3
年
4
月
の
入
団
以

来
、
30
年
の
長
き
に
わ
た
り
日
野
町
消
防

団
員
と
し
て
、
地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
、

防
火
・
防
災
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

後
任
の
奥
平
英
雄
新
団
長
は
、
平
成
3

年
4
月
に
入
団
さ
れ
、
30
年
間
消
防
防
災

活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
堀
江

町
長
か
ら
任
命
辞
令
を
受
け
ら
れ
た
奥
平

新
団
長
は
、

地
域
の
安

全
安
心
の

た
め
、
鋭

意
邁
進
す

る
こ
と
を

決
意
表
明

さ
れ
ま
し

た
。 日

野
町
消
防
団 

奥お

く

平だ
い
ら

英ひ

で

雄お

氏
が
新
団
長
に
就
任

令和3年度　日野町消防団組織編成表（敬称略）

団　　　長 奥平　英雄
副　団　長 嶋村　昌宏

第１分団 第２分団 第３分団
分 団 長　　赤澤　秀男 分 団 長　　奥野　昌紀 分 団 長　　杉村　正明
副分団長　　森田　一平 副分団長　　奥村　昌博 副分団長　　藤岡　　功
副分団長　　奥村　　勝

班 班長名 担当地区 班 班長名 担当地区 班 班長名 担当地区
１ 相坂　創志 日　野 １ 深田　久弥 東桜谷 １ 中西　清嗣 南比都佐
２ 桝　　孝行 日　野 ２ 吉沢　拓馬 東桜谷 ２ 髙木　大輔 南比都佐
３ 岩谷 興太朗 西大路 ３ 八木　幸夫 東桜谷 ３ 久村　尚幸 必　　佐
４ 岡村　忠英 西大路 ４ 川原　孝一 西桜谷 ４ 山本　篤史 必　　佐
５ 古澤　　修 西大路 ５ 奥野　純久 西桜谷 ５ 山内　久弥 必　　佐
６ 竹村　宗和 鎌　掛 ６ 三添　琢也 必　　佐

堀
江
町
長
か
ら
就
任
辞
令
を
受
け
ら
れ

た
奥
平
英
雄
新
消
防
団
長

～住民の命と暮らしを守るため、活動いただいています。今後もお世話になります～

　

4
月
3
日（
土
）、
日
野
消
防
署
に
お
い
て
、
令
和
3
年
度

日
野
町
消
防
団
入
退
団
・
昇
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
退
団
者

16
名
、
入
団
者
16
名
、
昇
任
者
8
名
の
辞
令
交
付
、
感
謝
状

授
与
等
が
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
を
代
表
し
、
久く

保ぼ

達た
つ

也や

さ
ん
が
宣
誓
書
を
読
み

上
げ
ら
れ
、
消
防
業
務
の
遂
行
を
誓
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
入
団
員
の
皆
さ
ん
は
入
退
団
式
終
了
後
、
日
野
消
防
署
で

基
礎
訓
練
を

受
講
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ

か
ら
団
員
の

皆
さ
ん
は
昼

夜
を
問
わ
ず

発
生
す
る
火

災
や
各
種
災

害
か
ら
、
家

族
や
地
域
住

民
の
生
命・

財
産
を
守
る

た
め
ご
活
躍

い
た
だ
き
ま

す
。

　

ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度  

日
野
町
消
防
団

日
野
町
消
防
団

入
退
団
・
昇
任
式
を
開
催

入
退
団
・
昇
任
式
を
開
催
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◆問い合わせ先
　企画振興課　秘書広報担当
　☎ 0748-52-6550

〜 外国人の方も
� 安心・安全に暮らすために 〜

��「やさしい日本語」を��「やさしい日本語」を
� 使うためのポイント� 使うためのポイント

◆問い合わせ先　企画振興課　秘書広報担当
　　　　　　　　☎ 0748-52-6550

や さ し い
日 本 語

vol.3

身
近
な
人
権
擁
護
委
員
さ
ん

気
軽
に
相
談

　
6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
る
民
間
の
人
達
が
、
地
域
の
中
で
人
権
思
想
を

広
め
、
人
権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権
を

擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か
ら
設
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
日
野
町
で
は
5
人
の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
が
、
小
学
校

で
子
ど
も
達
を
対
象
に
人
権
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
や
よ
ろ
ず
相
談（
月
1
回
）等
で
相

談
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
相
談
に
関
す
る
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先  

企
画
振
興
課  

企
画
人
権
担
当  

☎
0
7
4
8

−

5
2

−

6
5
5
2

人権擁護委員さん（敬称略）
氏　名 住　所

町
ま ち

　田
だ

　眞
ま

佐
さ

子
こ

松　尾

奥
お く

　田
だ

　慶
け い

　二
じ

上駒月

平
ひ ら

　尾
お

　典
の り

　子
こ

鎌　掛

髙
た か

　木
ぎ

　秀
ひ で

　子
こ

小　谷

北
き た

　川
が わ

　重
じゅう

　一
い ち

佐久良

　外
が い

国
こ く

人
じ ん

の方
か た

が災
さ い

害
が い

から身
み

を守
ま も

るための４つのポイントについてやさしい日本語で紹
しょう

介
か い

します。

１．日
に

本
ほ ん

の自
し

然
ぜ ん

災
さ い

害
が い

を知
し

ろう

3．災
さ い

害
が い

の情
じょう

報
ほ う

を確
か く

認
に ん

しよう

2．災
さ い

害
が い

がおきる前
ま え

に準
じゅん

備
び

しよう

4．安
あ ん

全
ぜ ん

に避
ひ

難
な ん

しよう（にげよう）

　日
に

本
ほん

は自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

（地
じ

震
しん

、つなみ、台
たい

風
ふう

、
つよい雨

あめ

など）がたくさんあ
ります。6月

がつ

から10月
がつ

は台
たい

風
ふう

・つよい雨
あめ

がふえます。

　災
さい

害
がい

の情
じょう

報
ほう

がわかるアプリやWEBサ
イトを、スマートフォン（け
いたい電

でん

話
わ

）などに登
とう

録
ろく

し
てください。

　被
ひ

害
がい

を少
すく

なくするため、災
さい

害
がい

がおきる前
まえ

に準
じゅん

備
び

を
してください。
▶自

じ

分
ぶん

でできる準
じゅん

備
び

：�にげるときの持
も

ちものを準
じゅん

備
び

する
▶地

ち

域
いき

でできる準
じゅん

備
び

：�地
ち

域
いき

の防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

（にげる練
れん

習
しゅう

）に行
い

く

　安
あん

全
ぜん

な場
ば

所
しょ

（小
しょう

学
がっ

校
こう

・公
こう

民
みん

館
かん

などの公
こう

共
きょう

しせつ）
ににげてください。

QRコード▶

※くわしいことは「内
ない

閣
かく

府
ふ

ホームページ」を見
み

てください。
　URL：http://www.bousai.go.jp/kyoiku/gensai/index.html

英語版QRコード▶

災
さ い

害
が い

から身
み

を守
ま も

ろう外
が い

国
こ く

人
じ ん

の方
か た

へ

◇外来語に気をつける
　和製外来語はもとの言葉と意味や発音
が異なるものが多いため、使う時は注意
が必要です。
例）キャンセル　⇒　やめる
　  デマ　　　　⇒　うその　話

はなし

◇�擬態語（「めちゃめちゃ」「ふらふら」
など）は使わない
　例）頭がガンガンする
　  　　　　　　⇒　頭

あたま

が　痛
いた

い

6月23日から29日は男女共同参画週間です。
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